
 

 

 

 

 

 

 卒業後も地域の一員として 

                            たがの杜小中学校 校長 北川 大樹 

 令和７年度の３月を迎えます。児童・生徒らが各校舎に登校するのは、二小児童 16日（５年生 17

日）、四中１・２年生 17日、３年生 14日です。現在、四中校舎においては、二小６年生も参加するい

ちょうホールでの合唱コンクール（3/5）に向けた練習に取り組む姿が見られ、仕上げの段階に入ると

ころです。また、児童・生徒はもちろんですが、我々教職員にとっても、小学校・中学校、各学年等

の年度末の総仕上げである卒業式、修了式に向けた最後のひと踏ん張りの時期です。 

 さて、令和７年度末は、第二小学校 153年目、第四中学校 79年目の年度末でもあります。各校舎で

は、年間を通して全校朝会等の機会を捉え、校長の講話にて開校当初の様子等の学校の歴史、校章、

校歌、地域の歴史等に触れることで、児童・生徒が母校の歴史と伝統に対する理解を深め、そのよう

な歴史と伝統のある学校の一員であることに誇りと愛情をもてるようにしています。なお、12月号で

お知らせした「新しい校章」については、児童・生徒による投票・結果の集計が完了しました。現在

は、２月 18日の学校運営協議会での協議を踏まえ、デザインを再調整し、最終決定の段階に入ってい

ます。保護者、地域の皆様には、年度内にはご紹介させていただくことができそうです。また、「新し

い校歌」については、 “新しくみんなで創る学校”への願い等を込めた児童・生徒の言葉や題材を公

募し、令和８年度の２学期までに作詞・作曲を仕上げ、３学期には披露という計画で取り組んでいき

ます。 

このような過渡期にある本校ですので、義務教育学校開校等に関する検討・決定事項等について

は、令和８年度以降も学校だより等で発信してまいります。在校生の保護者はもちろんですが、卒業

生とその保護者の皆様におかれましても、地域の温かい応援者として、時に辛口な支援者として、本

校の発展への関心を持ち続けていただきたいと願っています。 

本校の歴史や伝統を振り返る一環として、第四中学校の昭和 22年４月に開校した当初の様子につい

て、当時の生徒目線で書かれた四中１期生 佐藤 榮一さんの文章を「校譜 創立 60周年記念誌」p9

より一部抜粋して紹介します。 

 

 

 

        

地域運営学校 

八王子市立たがの杜小中学校 

（第二小学校・第四中学校） 
学校だより 第 13号 

令和８年 2月 27日(金） 発行 
～知性  公正  貢献～  

 私たち第四中学校一期生百三十四人が一年に入学したのは、昭和二十二年四月、まだ戦争の焼け

跡にやっと家が建ち始めた時で、その年から新しく六・三・三制が布かれ、新制中学が新しく作ら

れ、中学までが義務教育となりました。小学校の校舎も満足にない時代、勿論、中学校の校舎があ

ろう筈がなく、第一中学から第六中学の各中学は、小学校・旧制中学校の校舎を借りて産声をあげ

ました。当校は創立時、富士森公園の西のはずれにあった市立高等女学校（現・都立富士森高校）

の校舎の一部を借りました。当時は、木造平屋建ての校舎が並び、渡り廊下で各教室を結んでいま

したが、廊下のあちこちに足で踏み抜いた穴が開いている状態でした。 

 昭和二十四年二月に待望の新校舎が現在の場所にできあがり、富士森より新校舎に移りました。

当時はまだ八王子市役所もなく、校舎の回りは田畑でまさに田園の中に学校がポツンと建っている

感じでした。浅川のすぐ近くにあったため、校庭は石だらけで野球も満足にはできない状況でした。

六十年も前の事で記憶は定かではありませんが、三中か六中の校庭の崖を崩し、住友校長先生を先

頭に全員でリヤカーを押して土を運び、土をならして校庭を作ったのも今では懐かしい思い出です。         

※住友国春 第二代校長（昭和 23年７月 31日～昭和 30年９月 31日） 



第二小校舎から 

 

    
 
 
 
 

  2 月 10 日（火）5 時間目、保・幼・小連携活動の一環として「光明第一保育園の年長さんと 5 年生の交流会」を

実施しました。中には来年度本校へ入学する子もいました。最初は緊張しているように見えた園児のみなさんで

したが 5 年生の優しい言葉掛けに和やかな雰囲気になりました。校内では、学校探検やゲームをして過ごしまし

た。5 年生にとっても最高学年への意識が高まった有意義な時間となりました。 

２月１３日（金）、こだま学級は校外学習に行ってきました。体験学習でオリジナルカップ焼きそば作りを行いま

した。その後はグループ活動です。協力して楽しめるようにリーダーも頑張りました。 

 
 
 
 
 
 

 

 年間を通して行う『第二小学校２０２０レガシー』体力づくりの一環として実施しています。レガシー最後の取組

はクラス全員の長縄８の字跳びです。はじめはなかなか跳べなかった 1 年生も、長縄タイムで何回も練習して跳べ

るようになりました。みんなで声をかけ合い一生懸命取り組む姿がキラキラしていました。 

 

 

 

 

学校運営協議会企画事業として、漢字検

定を実施しました。検定合格をめざして学

習を続けてきた児童や１つ上の学年に挑戦

する児童もいました。学運協の方々の協力

があって今年度も開催することができまし

た。 

どうもありがとうございました。 



第四中校舎から




